












太平洋戦争勃発の翌日 文学者でただ 人検挙され、翌年、獄中で熱射病にかかって昏倒し、危うく 命を取り止めるという苛酷な状況が続くが、屈せず ファシズムへの抵抗 貫き、この厳冬の時代に人および作家としての百合子は真に独自な存在になったと評価される。
こうした生き方を貫いた百合子の作品には、反戦の主張が込めら





































婆を組織す 大日本産婆会が設立する。翌年五月、ドイツに倣い「母の日」を制定し、日常生活のなかで母親崇拝を植え付けることに国民を導く。一九三一年九月に満州事変が起こり、翌年、大日本国防婦人会 先駆けとして庶民女性の戦争協力 進む。一九三七年七月、日中戦争が始まる 、進歩的・文化的エリート女 たちの大多数が戦時体制に巻き込 れてゆく。同年八月、国民精神総動員運動を閣議決定し、 精神総動員中央連盟に愛国婦人会・大日本国防婦人会・大日本連合婦人会が参加した。同連盟の調査委員会は「家庭報国三綱領・実践十三項目」を公表し、家庭を通じて女性に戦争協力をさせる政策を図り、日本基督教婦人矯風会の久布白落実や婦選獲得同盟の市川房枝なども 調査委員 就任する。一九三八（昭和一三）
年一月、厚生省が設置され、人口増殖政策とむすびつい
た国民の体力向上策が図られ、保健婦の育成に力が注がれた。同時に、満一三歳未満の児童 養育する貧困な母ないしは祖母に生活・養育・生業・医療の扶助を行うという「母子保護法」 施行されたが、増加する軍人遺族対策の機能を強め 所 よる保育指導は「産めよ増やせよ」政策を支え、戦争遂行体制の一環に組み込まれてゆくことになる。
一九三八年四月、政府は労働力不足を女性で補うべく戦時動員を









































































































にねえ」と「眞岡の袂で涙と汗と 上気せ がつてゐる顔をふきながら」礼を言うとあ ⑤ は、 「ええ、そう んですよ、あなた。子供 三人いるんですよ
」 「真岡の袂でのぼせあがっている顔をふ
























































た。一般兵士は軍装品を支給されたが、将校クラスは軍装品を全部自分で用意しなければならなかったそうである。そうであるなら、ピストル購入を話題にするこの二人は職業軍人ということにな 。傍線部Ａ「僕らもそろ〳〵あぶないもんだぜ」は ②～⑤では、 「そろそろ僕らの順だぜ」に直さ ている。職業軍人でありながら出征することを「あぶない」と表現していた に対し、 「僕らの順だぜ」と戦地へ行くのを当然とする表現に変えられている。さらに 傍線部Ｃ「やりきれないなあ」は、②～⑤で 、 「一体どの位するもんだい」に変えられ、 「やりきれない」という嘆息が、購入に前向きな姿勢に変化しているのである。初出中唯一伏字に っ 箇所は、二人連れの正体を明らかにす ことが憚られたゆえの伏字であったと推測できるのではないだろうか。
こうした変化を見ると、初出ではよく検閲を免れたと思われる千
人針の害に関する表現など、 火が厳しく っていった②③ は表現を不鮮明にせざるを得なかったのだろう。④は百合子没後 の
で、編集者が単に、百合子生前の単行本を底本としたのではないかと思われる。現在流布している⑤の全集でも、千人針の危険性に対する指摘、出征する若者の戸惑 など、充分に明確な反戦表現と捉えられ 。しかし、初出を確認すると、戦争に対する銃後の女 ちの困惑や抵抗感、千人針のさらなる危険性 出征しなければならない若者の不安、さらには職業軍人でさえ出征に消極的であるなど、より強い反戦表現の書き込まれていたことが明らかである。
以上は、直接的な反戦表現といえる。 『築地河岸』には、この他
に規範的女性像から逸脱している主 公が描かれており、それらは間接的な反戦表現となってい 小説の冒頭は、道子 収監されている夫との面会から帰る場面で始まる。夫が一般的な犯罪を犯して投獄されているのではなく、おそらく非国民た 政治犯 あろうことは、 「啓三の人物のこだわり さ」とか「啓三への愛着の高まる気持」などの表現を通して窺われ 道子の夫への信頼感や深 愛情から読み取ることができ 。非国民である夫を敬愛す 道子は反時代的であるうえに、夫を収監されているため人口増加政策 も貢献はできない。戦時下小説で、こう た女性を主人公にしている点こそ注目に値しよう。
道子が職場に戻った場面では、医療機械雑誌刊行の経営が逼迫し

















はそんな髭がない 言下に否定する。ところが、再度その男性がやってくると、それは豊岡であり、まさに大きな膃肭臍髭がついているではないか。道子は、この二年間 千鶴子 入 までは一人で万事を負って働 ていて、 つも会う豊岡に髭がついているこ さえ気づかないほど仕事に忙殺されていたことを痛感す のであった。昭和に入って職業婦人は増加し、日中戦争が始まると らに労働力不足を低コストの女性で補う時代に入り 女性労働に対す 差別的な扱いが公然とま り通 いたのであろう。
加えて、自立を難しくさせる嫁としての性役割も描かれている。










感しているのは女だけであることを指摘している。これは、戦前の家制度が嫁に課した性役割 と同時に、今日にまで続くジェンダーの問題でもある。 道子の信頼する啓三でさえ 「嫁としての現実」への理解がなく、あたかも「そ 家の娘」ででもあるかのような単純な捉え方しかしていないことは驚くほどの鈍感さで 。
しかし、翻って考えると、啓三には他にも問題があるかもしれな
い。義兄と同じく「型にはまっ 男の気持」から「所謂留守を守る妻」として暮らさせたがっている面がないとは言えないの はないだろうか。だが道子は、そ 点では啓三の気持ちを微塵も疑うことなく
⑿
、決然と義兄に断り、 「兄夫婦のこせついた生き方を考えると、
そういう打算を知らない心で、家族の者に善意だけを向けて考えしかない境遇にお れている良人の啓三が、道子 一層 し 思われる」ところで小説は閉じられる。
先に指摘した直接的な反戦表現とは一見異なるようにみえる職場



















務として幸治はオースティンで通っている」とあり、イギリスのブランド自動車 チンを乗り廻すプチ・ブルジョアの典型のような人物であろう。多喜子は、 「ああいう日暮しの人々の結婚生活というもののかげに潜んでいる非常に恐ろし 、唾棄するようなものが、尚子にも気附かれずのぞき出しているのを感じ るのであった。多喜子が尚子夫婦の生活ぶりをこれほど嫌悪するのは、日中開戦以来、夫が何時召集されるかわからない時代 るからこそである。このような兄夫婦と暮らしてい 桃子にたいして多喜子「音楽も抜群であるし、絵をかかせればやはり目をひくだけの才気を示し、人の心の動きを理解する力も平凡ではないのに、桃子 はとことんの処へ行くとすらっと流れてしまうものがあった。一本気なところのなさが、桃子のいろいろの才能を 、つまりはちゃんと実らせない原因のようである」し、 「そのこ をもやっぱり桃子の毎日の境遇 きりはなして見る とは出来な 」 思 の った。多喜子は、未婚の女性である桃子の中途半端な生き方に 疑問を持っており、自立をめざす仕事仲間 小夜子の生き方とは対照的に位置づけられている。
多喜子は洋裁仲間の好子に向かって、 「私たちこの頃、また随分
いろいろ話し合うようになったわ。昔左翼の人でね、夫婦の間で決して翌日まで喧嘩をもちこさ い約束で暮 てい ひ がいたって、その気持やっと今わかるようだわ」 話す。いうま もなく左翼は何時特高に逮捕されるかわからないからで、戦地への突然 召集と




















前夜である。 え子から「凡庸」と思われていた戸田の行動は時局に即したものであり、それに反して、参吉の研究の反時代的専門性は、きわめて注目に値するだろう。多喜子は「この頃あのひと一生懸命だわ、呼ばれない ちにせめて今やっている分だけでもまとめたいって」と夫の研究に理解を示して支持し、 「落ち着かないわねぇ。何万人もが私たちみたいな心持 いるんだと思うと、夜中に目が醒めた時なんかとても変 気がす ときがあるわ 、夫が何時召集されるかわからない妻の不安を漏らす。
こういう気持で生活している多喜子は二度目の妊娠をしている。





になるが、出産 対する心構えはど だろ か。流産の経験があるにも拘わらず 作品冒頭の底冷えのする場面や、洋裁の仕事への取り組み姿勢、夕方からの映画鑑賞と夜道の帰宅など 国家政策に応える意識は皆無であり、むしろ軽視しているとさえ思われる。そうではないにせよ、 「産めよ増やせよ」の時代であ だけに 出産に関する情報は充溢していた。にも拘わらず多喜子 この姿勢は 明らかに反時代的といえるの はないだろうか。
なお、 「第七天国」ともうひとつ 映画 観た多喜子は、参吉に




























































　『セルパン』 掲載。署名 「吉村冬彦」 。引用は、 『寺田寅彦全集
　
第七巻』
（岩波書店、一九九七・六）に拠る。⑽　
注⑸の『戦争と女性雑誌
―
一九三一年～一九四五年
―
』所収の三
鬼浩子「戦時下の女性雑誌
―
一九三七～四三年の出版状況と団体機関
誌を中心に
―
」に拠ると、雑誌発行を取り巻く状況は次のようである。
日中の全面戦争突入後、 （略）情報委員会が同年九月二五日に情報部、四〇年一二月に内閣情報局へと拡大強化され、雑誌発行は強力な指導・監視下に置かれた。そのうえ、発禁を恐れる出版業者の希望もあって、三七年八月 ら雑誌出版前の「内閲」が行われるようになった。
　
従って『築地河岸』中唯一の伏字も、この「内閲」によるものであろ
⑾
　
岩淵宏子・北田幸恵・沼沢和子編『宮本百合子の時空』所収、翰林書
房、二〇〇一・六
⑿
　
百合子は顕治が投獄されて以来、彼の面影を投影させた人物に対して
は全肯定に近い描き方しかしていない。夫恋しの思いが溢れており、 「自分の病気」と呼んでいたという（ 出書房版『宮本百合子全集
　
第五巻』
宮本顕治解説、一九五一・五） 。この場合も、同じ側面がみられよう。
なお、主人公の一人暮らし描出には、顕治の収監中の百合子が、一九
三七年一月から一九四一年八月までの四年七ヶ月の間、林町の弟一家のブルジョア的な生活から離れ、目白に小さな二階家を借りて住み、西日の射す二階の六畳で仕事をしていた体験が反映されているかもしれない。
⒀
　『二人いるとき』は、のち『宮本百合子全集』第五巻（河出書房、一九五一・五）収録。新日本出版社版全集は、河出書房版を底本とし、初出誌を参照したとある
［
付記
］　『築地河岸』 『二人いるとき』よりの本文引用は、新日本出版社版
『宮本百合子全集』第五巻（一九七九・一二）に拠る。
